
1 はじめに

教科書S記πShiπe三πg倫hc0記おι2 (開隆堂)、 progam3の内容はAustraliaに関するものである。本年度、本校

はAustraliaから留学生IsaacReed君(3年生)[以下インフォーマント R]を受け入れた。 Australiaの中学校の教

育の現状(もちろん生徒の立場からの情報ではあるが)やAborigines,その他同国特有の動物等にっいて情報を直接

得ることができ、大変有意義な経験をした。

同国の学校の様子や日豪の文化の違いにっいて、授業中に質疑応答を行ったが、その際に生徒が大変興味を持っ

たrecesSとCatlteenの 2語があった。ιDEιC ιUDはそれぞれの語の意味用法を次のように記述してぃる。

言葉の背景にある情報を教えるⅡ

言葉の背景にある情報を教える1

recess:[U] A??1E a short pause between classes in a GRADE SCHOOL

Canteen: a restaurant or cafeteria attached to a workplace

インフォーマント Rの学校(Australia,NS.W.州)では 1、 2校時と 3、 4校時の間の休憩をrecesSと呼び、食べ

物を食べても良い。学校には前述のCanteenがある。本校の中学生は、休憩時間に軽い食事やおやっを食べて良いこ

とや、食堂があることに驚きを感じていた。

S1ι?1Shi力e 三πglish c0記おι2, program 3に登場する動物はkoalaとkangaro0である。ではkoalaの食べる食べ物は

何であろうか。とっさに「ユーカリの木」という日本語(カタカナ)は浮かんできても、その英語相当語は何かと

質問すると、生徒の反応は芳しくない。 Nicholson(1993:213)のkoalaの項目を読めぱ、次のような記述がある。

渡

Koala: The koala is a tree-dwe11er, drowsing during the daytirne and becoming more active in the evenlng,

and feeding on vast quant誠es of 名旦!塁_聖旦y旦旦 Which have a high oil conte祉. This anables it to go without

Water for long periods oftmle. The koala is Queensland's animal emblem.(下線は渡部)

部 睦

このgum leaveSとはユーカリの葉のことである。そしてgurn treeが実はeucalyptuSである(ιUD)。従ってeuca_

IyptuSは「ユーカリ樹」の意味<常緑高木;樹皮からゴムを出すので俗にbluegum,g師ltreeともいう>である(『現

浩

代英和』)。

Australiaの食文化の中で重要な意味を持つもののなかに

Vegemiteがある。これはインフォーマント Rによればパンや

ビスケツトにマーガリンやバターのようにつけて食べるもの

で「国民食とも言える」とのことである。

『英和商品名』によれぱ「オーストラリアKra丘社製のサン

ドイツチスプレツドで同国の国民食とも言える。Jとの情報が

得られる。実際に、中学生数名と試食してみたが、r日本の食

べ物で一番近いものは味噌であろう」という意見が多かった。

[ιD三ιC S.V. recesS 2]

[ιUD S.V. canteen]

写真1
冬Vegomitdblnwh凾IS^¥賢授6}孝t,'6・.陶h・1

n齢θヨre m3de h伽n t卜玲 fafmus Krafl prodLにt veg臼nile.8
favounle ofmarlyAU$壮訓i剖'1S. TM QuanⅡt恰S g陀rlwi11make about
4レを d02en

2 Cups self・rai画rlg 田OL督
19⑳d plmh olcay剖甘le pepper

Itθ日SP⑳n of d~ roustard
2 tab1θSP伽r60」廿引

1!Jを Cupsgr3ted chee鉛
、ら CUPW皐ter
Ve9em此e

97

Slftthe drY ingredlents t09et11er. Rub in the 以"r耽er. and add cheese
Mxt0日 6rmdoug卜Iwdhwa!剖

Tum oLlt onto a "oured board. arld k『旧ad weu. RdlpastN into a
rectar,91e sg舶d wlth V的em】1e. erld 『011i11nto e kゞ培 C011.

Cut 伽to plnwheel slices, end placo tmm "at on a greased traY.
BakθⅢ 1,ot oven for15-20 mjnules.

'」川"11

苧、、姑



麦芽酵母のエキスが主体の野菜抽出物で作られる(『英和商品名』)。前ページの写真(写真1)はNicholson(1993)

に載っているVegemiteである。他の英和辞典の中では『ランダムハウス英和』の記述が良く、「<商標>ベジマイト

オーストラリアのサンドイッチスプレッドの商標名;イーストから作り、塩味の黒いぺースト」となっている。

授業の教材研究の際に、使用しようとする資料にあたっていると、ありとあらゆる情報があり、取捨選択の段階

で苦労する。またその情報の信愚性も教材の選考基準に加えると、何を信じて良いのか分からなくなることが時折

ある。ではどのような態度・心構えで情報にあたるのがよいのだろうか。

立花隆というフリーのジャーナリストがいる。彼は執筆の際の心がけとして「懐疑の精神」が必要であるとし

ている(立花1984:218)。自分が目の前に現実を見ている状態を、感覚器官を経て<一次情報>を得ている状態と

し、現場にいた人から現場の状況を聞くのは<二次情報>となる。さらになにか事件が起き、記者が得た情報は二

次情報だが報道された情報は<三次情報>となる。記者の情報がさらに加工された場合<四次情報>となると彼は

つ。

授業の中で生徒に紹介したり、研究の中で手にすることのできる情報の中で、前述の次元で情報を類別した場合、

意外に二次情報以下のものが多いのではないだろうか。もちろん一次情報ならばすべて信じることができるかと言

えぱそうではない。同じ現象を同じ現場で見たとしても、人によって感じ方や考え方、ひいては記憶の正確さに差

があるからである。また不当に事実と結論を結びつけたり、数少ない情報やサンプルから過大な一般化をすれぱ、

情報の信愚性はないものと思わねばならない。また言語のように、時代や地域、ひいては社会情勢によって語義が

変化してしまうものは、観察や情報の収集を常にしていないと正確な記述はできないし、語の変遷を記録すること

もできない。

「
この稿では、この一年間見聞きしてきた英語の中のいくつかについて、できるだけ立花(1984:228)の言う

次情報」を利用し、言語の背景にある情報をまとめていく。可能な限り一次情報を得ようとしたが、物理的に情報

を得ることが無理なものはインフォーマントに聞くか、辞書等の参考文献をもとに考察したものである。項目によっ

ては資料不足の感は否めないが、「懐疑の精神」を持って読んでいただければ幸いである。

渡部睦浩

、

Πことばとその背景を探る

1.呼称の英語に関する考察

①親族名称の使用と呼び捨て

日本では、自分よりも年齢が上の親族を呼び捨てにする場合、それは社会的基準からはずれ、礼儀をわきまえて

いない行為とされる。若しくは、それが許される場合は「親族の名前を聞かれ、それに答える」等の特別な状況が

必要である。では英語を母国語とする社会ではどうであろうか。

比嘉(1982:90-91)には、 10歳になる子が父親のことを、 Alanと呼び捨てたという事実が収録されている。特

にこの傾向はアメリカ合衆国東部の知識階級の一部で見られるという。またパン(1982)にも、例は少ないのだが、

親に対して子供が親族名称で呼ばずに、直接呼び捨てにすることがあるとしている。F.Cノξンの事例1詩且母に対する

呼び捨てについてであるが、その理由が面白い。

It makes me feel oldI don't wantto be ca11ed grandmother or gandlna

この二つの事伊」は特別なものである。インフォーマントPに聞いたところ、このような例は今まで知らなかった

と言う。英語を学ぶ際に、「どれほどきまり文句を覚え、聞き取り能力を高め、発音の訓練をしたとしても、肝心の

会話を支配する規則の探求、発見がなくては、活発な発話行為、創造的な言語活動にはならない。」仕ヒ嘉1982:86)

という重要な指摘がある。ここでは呼称の英語が使用される際の規則の探求を行う。
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②親族名称の役割

親族名称を呼称の際に使用する場合、話し手はどうしても聞き手との関係を意識せざるを得ない。その証拠とし

て次のような例がある。

あるアメリカの社会学者が、米国の若い青年たちが父親に向かってどのようなことばで呼びかけているかを、

調査したことがある。その時、一人の青年が自分は父親と議論したり争ったりする時は、決してfatherという呼び

掛けをせず、もっぱらyoUで押通すといったことを報告している。これなどは、相手にfather!と言ってしまえば、

俗に"You shouldn't argue with yourfather."と言うように、相手に父としての権威、一家の統率者としての地

位などを認めてしまうばかりではなく、自分を子として位置づけてしまうため、両者の間の落差は決定的なもの

になり、 2人はもう平等な人間として争うことが難しくなることを示している。

言葉の背景にある情報を教える1

本稿1.①で取り上げたパンの場合と重ね併せてみても、呼称の際に親族名称を使用することは、まさにお互い

の関係をより明確にしているといって良い。その証拠に「年齢や親子の関係を意識したくない時には、親族名称の

使用が避けられる」という事例が存在する。

③呼称に使用される親族名称

ιD三ιCとιιAとを読み合わせるとfather/dad/daddy/mother/mom (mum)/mommy (mummy)の使い分

けについての情報は次のようになっている。

Father: a formal word that you ca11 your father [n]

Dad: an informal word that you ca11 your father [n]

Daddy: an hlformal word meani!1g father, used by or to smaⅡ Children.

D4ddy az?11 hαυe a dナiπえつ1ι4Se? 1 y01ι do?2't l0α11t itp a'ue it to Daddy thι11.

Mother: a formal word that you ca11 your mot11er.

Mummy (British)/Mommy (America11): a11informal word for mother used by or to a sma11 Child meaning

[n]'四ood ?1考'ht U1ι?ア1?11y'1 Said Be?1. 1 CO?11e 4?1d sit o?2 UO??1??1タ、え冗ee.

[ιιA S.V. Mother]

Compare father, dad, daddy, mother, mum, mummy. The ways in which sons and daughters addresstheir

Parents vary hom family to farnily. The most common forms of address are probably mum (A??1五 mom)

and dad.1n many families mother and father are used, but some farnilies consider these terms are too

formal. Mummy (A??1E mommy) and daddy are also c011血only used, esp. by children, but by some adultsons

and daughter too, esp. in upper-dass fa111ilies.

鈴木(1982:54)

[ιDEιC S.V. father usage]

インフォーマントPが親族をどのように呼ぶのかを聞いてみると次のような答えが返ってきた。まず父親のこと

はdadと呼び、決してdaddyとは言わない。理由は小さな女の子がdaddyという語を呼びかけで使う為だと言う。母

親にはmomではなくmaを使うが特に理由はないことが分かった。さらにこのような呼称の語の選択はきわめて個

人的なものであり、はたして明確な基準を見いだせるかどうか分からないという。しかしながら、インフォーマン

トRの情報とιD五ιCの語法の記述とを総合すれば、呼称の語の選択についてある程度の基準は導き出すことがで

きる。さらに同じ発話者でも、直接親族に呼びかける場合と第三者に紹介する際に使い分けがあるのも興味深い。

[ιιA S.V. Father]
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Dial, then push "1" and the area code of desired us. city. For foreign weather and retail currency

exchange rates: Dial, push "1" al)d the first t11ree letters of a ci匂7's name.(or use your credid card by ca11ing

1-800-USA-TODAY)

この説明後半にある電話番号(1-800-USA-TODAY)はVal)ityn血berである(cf.渡部1993)。電話の数字のとこ

ろにアルファベットがあるのでその通りに押せぱよい。また利用者も、日本の企業がしぱしば行う電話番号の語呂

会わせのようにUSATODAYと覚えておけばよい為、便利である。このような表現は、新聞広告で盛んに使用され

る。意味のない数字の組み合わせよりも、アルファベットの組み合わせで自社の製品の売り込みができたり、消費

者により強い印象を与えることができるからである(渡部1993:112)。

渡部睦浩

4.アメリカの学校生活に関する英語

① SATS

日本の高校生達の中で、大学へ進学するためにしのぎを削って学業に勤しんでいるものがいることは、今更解説

するまでもないが、アメリカの高校生はどうであろうか。アメリカでも学年が上がるにっれ、進学に関する不安か

らっいグレードに神経質になる親もいる(スキルマン1991:251)。特に11年生と12年生の成績は重要視される。こ

の平均を出したものをGPA (Gradepoi址Average)といい、応募する大学へ送ることとなる。このGPAと全国共

通試験(SATやAchievementTest)の点数が大学合格を左右するーつの大きな要素となる。ではSATとはいかな

るテストなのか。次の引用はこのSATに関する記述である。

The sATS-standsfor scholastic Aptitude Test, butthe shortened version is always used in the plural-are

administered by the Educational Testing service a11d, of course, are the most intimidating thing thathappens

to a boy or girl during his or her high school career. The sATs measure verbal and mathmatical abilities;

the results of the tests, figured against a scale of eight h叫dred points, are sent to university admicssions

0丘ices, a11d play a si即iflcant role in detenninhlg weather a high school student wi11 get into a particular

C011ege.

^USA roDAy (フ/1-8/1/93)

このSAT/SATSは年一回、秋から冬にかけて実施される。大学側はGPAに対しては大学の募集要項や情報誌に

大学の要求する数値が発表されるが、 SATに関しては合格点の発表はない(スキルマン1991:25D。 Bob Greene,

CheeSιh郡?召・eアSによれば「全米で160万人のhighschooU如iorsandserliorSが毎年受験している」ことが分かる0 で

はなぜSeniorだけでなくjuniorも受験しなけれぱならないのか。ιD三ιCを読めぱ即座に理解できる。

SAT:the scholastic Aptitude Test; a two-part examination which must be taken by a11Students who wish

to attend us universities. The psATS,(the first tests) are usuaⅡy taken during a student'S JUNIOR year

in HIGH SCHOOL; these results are made available to to c0Ⅱeges and universities. students in their

SENIOR year take the sATS, and have results sent to c011eges they hope to attend. universities consider

the results ofthe test (SAT scores or sATS) to help them decide which students win be 0丘ered a place. A

Perfect result iS 1600, or 80o for the vERBAL test.,80o for 杜le math (MATHEMATIC) test.

[ιD五ιC S.V. SAT]
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言葉の背景にある情報を教える1

ちなみにPSTAとはPreliminaryscholasticAptitudeのacronym(頭字語)でこの段階で良い成績を取るとNational

MedtscholarshiPを手にする可能性が出てくる(ιD五ιC)。このNationalMeritscholarshiPとは「<米>成績優

秀な高校生(NationalMer辻Scholars)に与えられる大学奨学金制度のこと」を意味する(『ランダムハウス英和』)。

② GPA

GPAとはGradepointAverage (AHCD)のことであるが、これだけでは詳細に理解はできない。山田(1986:

110-111)には次のような解説がある。

成績評価A、 B、 C、 D、それにFにそれぞれ点数4、 3、 2、 1、および0を与え、当該教科の単位数を掛け

たものがgradepoint (換算評点)である。これから

換算評点

単位数合計

高橋(1993:231)にはこの成績の配分の内訳に関する資料がある。それによれぱ、成績分配は次の通り。

grade point average (学業平均値)となる。

A=90点

B =80点一89点

C=75点一79点

D=70点一74点

F=69点、あるいはそれ以下。

この資料はSAN FELIPE DEι RIO CONSOKIDATED

INDEPENDENTSCHOOLDISTRICT (サン・フェルベ/

デル・りオ合同独立学区)『教師ハンドプック』(1992-1993)

から抜粋されたものである。この『教師ハンドブック』は合

同学区の教育目標、教師向けの各種職務遂行要領がまとめら

れており、教師の勤務態様が具体的に読み取れる(高橋1993:

205-242)。

ところでDAVEY MIDDLE SCHOOL, FACULTY

HANDBOOK 1993-94には、評点が75%に充たない生徒に

対してとられる措置がきちんと明記されている(資料3)。

資料3

(3) Be11; Time schedule

竹田(1993:156-157)は、「始業べル」をWorkbeⅡ、「予

鈴ム「本鈴」を、 firstbeⅡ、 secondbeⅡ、と説明してぃる。

一方DAV三y umDι三 SCHO0ι, FACυιry HAND-

BO0κ'1993-94には、特に「朝一番早く鳴る、学校の始ま

りのべルをMom註lg Locker BeⅡとしている。また一日の時

間割にっいての説明部分はあまり目にすることのない資料で

あり興味深い。
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not P山,1n 宮●mE'

The e1砥lbⅡltT 宮Ulde1血叫血e11 be eV急IU息tM on 盛,伽tl, M'Ⅱ如 detetmto.
eftectlve"e闘血"d 冒het11eミ血, CMn宴叫写h0Ⅱld M m■d.
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資料4

Students who have an execuse to be dismissed early should reportto the attendance secretary between 7:20

and 7:35 a.m.

Moming locker be11for students dngs at 7:30 a.m. Teachers are to arrive by 7:20 a.m. and be in or near

homeroom at 7:30 a.m.

Extended homeroom for begining-of-the-yeartasks w'i11 not be on a daily basis. You wiⅡ be notified ifthe

homeroom period needs to be extended on a particular day during the begining of the school year.

A11teacher should remain fifteen minutes after the closing of school except w'hen the teacher has otheir

Professional duties that require an earlier departure.

渡

MORNING LOCKER BELL 7:30 A.M.

部

Homerooln

Ith period

2th period

3th period

4杜I period

5th period

6th period

7th period

8th period

9th period

睦 浩

DAV三y ulDDι三 SCHO0ι, FAC乙区ry HAND召ook' 1993-94にはこのdentention(S)に関する項目があ

る。この項目には、dententionSそのものについての学校の考え方、それが課される状況が分かり興味深い(資料5)。

特に食事時にかかる場合をL如ChdetentionSと言う。この語についての記述は面白く、「生徒がきちんと食事をと

る権手山を保証しようとしている箇所から、処罰の行使中であっても、個人の権利を大切にしていることが読んで

:38-フ

:53-8

:38-9

:23-10

:08-10

:54-11

:40-12

:26-1

(4) Detentions

『新りトル英和』でdetentionを見ると「引き留められること;抑留;留置、監禁」とある。またdetentionhome

<米>、 detentioncentre<英>はさらに物騒で「少年院」の意味となる。『最新情報』によればこの語は主に英国

で使われ、「ヲ断テ少年収容所、短期少年院:14歳から21歳まで非行少年を短期間(6力月まで)収容して更生させる

施設」とある。綴りはdententioncenter<米>/centre<英>。しかし学校生活の中で日常的に使う時は次の意味

で使う。
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資料5

11-1

1:56-2

Dete旦tl0山具re 0訂e 智星γ ot P叫'北1γ CM口皐ιn含●'t耻d心0ビ' beh●制10t ol h.V111g .ome lmNCι
0口旦 d1此IP11D■ P,ob1■訂1. Det■」1t山貼'hould not be 1闇en out ulckl and lod1此"10IMt.1
Wbeo deteotι00念●r●宮IV●0 10d1κrιmι0■τ01,. theγ訂1.y b.cotne laeιt.cti吋e.'"d 仙.ret0ι.
γ0岨山闇e l0■τ 0訂e 畢0悼 m■tb図 0! cb真0宮ιna beMυ10r

n6 ι0ⅡOW叩引e 'om■ EU肌atl0叫 to tt,比for6 山血三 dete0τ10山τo dl'CIP1如e 皐'tudent
Revlew ne tul"●od 01皐曹■'Ⅲ.仙0.tude旦τ Uodel'諏口d'仙e血

ユ. 智●τ五皐'todeot

3. MOY■ th■■tMde尋t'■●e●t

TM涯 t0 ミhe .tude自t 旦fte「 Cι邸匡τO Trγ 10 UC.ミt邑」D 智hy the .tudent 」宮 Dot d0111暑
Wh巨ι 1'■冨PeCてed

B■10W 血re 曇0訂ιe bι1ιt'具bout dete五U0叫

1. Keep a ιecotd of who 'et'● deteorlo0 直11d 智heo. Thι■血f0ιm血τ10n cao th.尋
be U叱d 1五 fut口ι.ミ.1.ph0具. calu ot c0口teteM.. wjth pRr.ot.

ユ YOU ■1■ Coot如U●11γ'1智山宮 dete島τ10山 to rhe 具●m6 'tudeot, theo tho
detenu0尋'●fe 旦ot MVιOB t五e ptoNt etf■Ct on 仙●'tud●ot.ム0othet mechω
mu't be 11配d ι口.te皐d of detcouoM.

3. Beιore the 'tude血ι 1●V" youl Cι丑'.. r.如ι口d th..tⅡd.ot(00.00 OM) ot the
deteotloo the De菖τ d直,

4. Te赴CheN 血le t臼POMlb」■ for ■UNI¥証10Ⅱ 0ι't41denι' 1f the,零Ne 亀tte冨.'ch伽1
de比Dd0真.. srⅡdE0τ唾 t産、0 血fTO=.此h伽l deteotlo" Tb■ d■γ旦ttot Tb6y .re
●"1gMd. Th加宮IYe' tb●●tu'eot■旦11 0PNrtU晶lty to let Thelt NTeDk届璽口OW
直面Ⅱtt五■ det心ot如伽.輯d provlde 具智卓, b0皿e

5 ^tenu0力皐 m轟Y 配写Ive五ιor ptobleln■卓Uch 解
■. 1旦t■toC↓昇闘fe↓^Ted↓Y;
b fo!宜■ttb1芋 m直ter1■1' 01 ^kι=■Pe●r団1,'
C. t■■Vι血宮'軸t 謝紅五OUT Nlmι闘ι0真dur山皐C1旦卑■leP閲τedly'
d. dl'wrb如'仙OCι■'●01如旦Cbe11
e.住lklnE Mck to tbe τ仙Cher (could tNult l0 ■n jmmed山te ■山Pe凱'10晶

Ⅱ the ■'t山tloo W●1オ■0叫」

f.昇0ιle'即od血写toth■te尋Ch6e'1こqU如r.

6. LU"ch dete五tloN 訂1■Y 比宮Nen t0 巨tude旦" b丁 te■Cher言. Thこ" deteotloo' mu'τ
be beld b'仙o t軸Cher' r伽旦1.1f y0Ⅱ客1リe a 't旭dent 旦 1血Ch dete五rι00, the
■rud如t m山t h.V゛旦d■qⅡ血ミe T'訂1●τ0 ●t luoch dur山宴血e deTeDtloo.

フ.丁Mcber■■オ● Dot t0 息1腎e 1Ⅱ口Ch det閲tl0叫τh鼻t ●t● t0 山閥r冒ed lo the lo・'cho01
■山P■n●山真 Cenτ■オ USSC】

Detention: the state of being kept in school a丘er school hours as a P山)iS111nent, use. for disobeying a

School rules; He w'as kept in detention for talking durhlg dasses. 1 1've had three detentions this semister.

[ιD五Z,C S.V. detention 2]

(無理に)引き止める[られる]こと。 2拘留,留置,抑留;(罰としての)放課後の留めdetention<名> 1

[『ニューセンチュリー英和(CD-ROM版)』 S.V. detention]置き。<動>detain.

DETEN110N3
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る。その編者の一人、江崎はインタビュー中、何人かのアメリカ人に「どうしてそうゆう本をっくるのか。」と不思

議がられたという。人種のるっぽアメリカから来ている彼らにとっては、ーつの国に様々な人種がいるのは当たり

前で、とりたててテーマにするようなことではないのである。

1994年現在、日本の正規入国外国人数は3,747,157人(前年度比一4.6%)である(『データブック日本'95』)。我々

の日常生活において、「頻繁に海外の人と接し、英語(他の外国語)を使わねば意志の意志の疎通が図れない状況に

ある人」もいれば、一方で「英語(他の外国語)など使わなくとも困らない人」もいるであろう。しかしながら、

情報が驚くべき速さと量をもって世界を駆けめぐる今日、自国にはない文化・生活習慣・宗教・人種にっいて深く

理解でき、またその違いを理解した上で、他を尊重していこうとする態度やものの考え方はこの先かなり重要となっ

てくるであろう。

今後も各国のインフォーマント・文献から得られる、小さなーつーつの情報をもとに、より大きな異文化理解と

情報の統合ができるよう研究を続けていくつもりである。とくにDAV三y ulDDι五 SCHO0ι, FACυιry

HA1Ⅷ召0OK1993-1994には、アメリカの中学校にっいての制度や学校運営、また生活一般に関してまだまだ貴

重な情報が残っており、研究の余地がある。またアメリカ・イギリスと並んでオーストラリアの文化・風習、アボ

リジニーも研究を深めていきたい研究対象である。

末筆ではあるが、直接、および私信等で情報を提供して頂いたインフォーマントの方々や、資料提供・助言を頂

いた島根大学教育学部附属中学校・英語科の諸先生に深くぉ礼を述べたい。特にインフォーマントR親子にはオー

ストラリアの生活習慣・食文化・学校・アボリジニー等の調査、資料提供に協力して頂き、大変お世話になった。

また、山田政美先生には原稿にお目通し頂き助言を頂いた。厚く御礼申し上げる。

渡部睦浩

インフォーマント

インフォーマント F :

(Kile Friedow ;男性;アメリカ合衆国、オハイオ艸1、ケント州立大学講師。)

インフォーマントM :

(C11ristina Mcbay ;女性;アメリカ合衆国、オハイオ州、ケント州立大学講師。)

インフォーマンオト P

(craig F. paulenich ;男性;アメリカ合衆国、オハイオ州、ケント州立大学教授。)

インフォーマント R :

(1Saac Reed;中学生;オーストラリア、ニューサウスウェールズ州、中学生。)
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英英辞典

ι0光g加π Dicti0πα?),0/ Eπglish ιαπg1昭e 4πd C1ιlt砂e. London: Longman.1992.[ιD召ιC]

ι012ξ"伽πι4%宮'1ι4ge Actiυαtox London: Longman,1993.[ιιA]

rhe A"zeアiCαπ Hιガ立Z召'e c01ル宮'e Dict勿πα?y. Third edition. Boston: Houghton Mifain company.1993.

[AHCD]

rhe co?%つαd oxf'old 三πglish DiCガ011α?y. second edition. New York: OUP.1991.[C0五D]

rhe ιittル Uacq1解ilie Dict勿光α?),. sydney: The Macquaire Library.1983.[Z,UP]

Wehstιア's rhl'アd Nιtι1 1πteア%αガ0παI Dict勿π4?ツ 0f the 五πξlish ι4%g1ιαξ'e with seue%ια%ξ'1ιαgι DiCガ0%4?),

Springfield, Mass.: Meniam webster.1986.[1Veが]

言葉の背景にある情報を教える1

英和・和英辞典

『現代英和辞典』研究社。1976。[『現代英和』]

『最新英語情報辞典』第2版。小学館。 1986。[『最新情報』]

『小学館プログレッシブ英和中辞典』第2版。小学館,19釘。[『小学館英和中』]

『新りトル英和辞典』第6版。研究社。 1994。[『新りトル英和』]

『新和英中辞典』第3版,研究社。 1983。[『新和英中』]

『ニューセンチュリー英和辞典』 CD-ROM版。三省堂。 1992。[『ニューセンチュリー英和(CD-ROM版)』]

『ランダムハウス英和大辞典』第2版。小学館。 1993 [『ランダムハウス英和』]

『リーダーズ英和辞典』研究社。 1984。[リーダーズ英和』]
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渡部睦浩
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学部附属中学校, PP.107-116
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『データブック日本'95』東京:集英社。
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(わたなべむつひろ・英語科)

110


	20190726085317
	附属中学校研究紀要_37_97-110



